
2025年6月5日（木）
15時～16時30分

於花園大学教堂（対面・日本語）

【参加費無料】

※参加希望の方は事前に特設ページより
オンラインにてお申し込みください

従来の日本漢文からみれば、日
本の禅僧による五山文学は、渡来
僧の時代が文学的「革命」をもたら
したものともみられます。その作品
群は室町期に膨大なテクストと
なって現代まで残されていますが、
鎌倉期の禅林には未だ謎が多く、
今後の研究がまたれています。中
世日本漢文学を専攻されているス
タイニンガー先生に、五山文学研
究の現状と課題、そして先生がふ
だんから大いに参照されていると
いう国際禅学研究所のウェブデー
タベース「電子達磨＃３」をいかに
活用していくことができるかなど、
その詳細を御講演頂きます。
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申込先：花園大学国際禅学研究所（左上のQRコードから申込ページへ）
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